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　平
へい

成
せい

18 年
ねん

、多
た

治
じ

見
み

市
し

と笠
かさはらちょう

原町が合
がっ

併
ぺい

しました。多
た

治
じ

見
み

市
し

の木
き

と花
はな

は、シデコブシとキキョウ（昭
しょうわ

和 57 年
ねん

8 月
がつ

制
せい

定
てい

）でした。笠
かさはらちょう

原町の木
き

と花
はな

は、イチョウとツツジ（昭
しょうわ

和

58 年
ねん

9 月
がつ

制
せい

定
てい

）でした。合
がっ

併
ぺい

を機
き

に、それぞれの木
き

と花
はな

を、

新
あたら

しい多
た

治
じ

見
み

市
し

の木
き

と花
はな

にすることとなりました。木
き

と花
はな

は２つずつとなったわけです。

多
た

治
じ

見
み

市
し

の木
き

「シデコブシ」

写
しゃしんていきょう

真提供：多
た

治
じ

見
み

市
し

教
きょう

育
いく

委
い

員
いん

会
かい

多
た

治
じ

見
み

市
し

の花
はな

「ツツジ」

多
た

治
じ

見
み

市
し

の花
はな

「キキョウ」

写
しゃしんていきょう

真提供

：多
た

治
じ

見
み

市
し

産
さん

業
ぎょう

観
かん

光
こう

課
か

多
た

治
じ

見
み

市
し

の木
き

「イチョウ」

写
しゃしんていきょう

真提供：多
た

治
じ

見
み

市
し

教
きょう

育
いく

委
い

員
いん

会
かい
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牧
まき

尾
お

ダム（長
なが

野
の

県
けん

）…［写
しゃしんていきょう

真提供：岐
ぎ

阜
ふ

県
けん

水
すい

道
どう

企
き

業
ぎょう

課
か

］

　わたしたちの生
せい

活
かつ

でなくてはならない「水
みず

」。海
うみ

や川
かわ

の水
みず

が太
たい

陽
よう

の熱
ねつ

であたためられると、蒸
じょう

発
はつ

して雲
くも

になる。それが雨
あめ

や雪
ゆき

となっ
て地

ち

上
じょう

に落
お

ちてきて、また海
うみ

や川
かわ

に流
なが

れていくんだ。これを「水
みず

のじゅんかん」っていうんだよ。

はじめに
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・川
かわ

のはじまり
　雨

あめ

や雪
ゆき

がふり、その水
みず

があつまって川
かわ

になります。
・ダムのはたらき
　川

かわ

をせきとめて、水
みず

をためます。
　川

かわ

に流
なが

す水
みず

の量
りょう

を調
ちょう

整
せい

します。
・浄

じょう

水
すい

場
じょう

のはたらき
　川

かわ

や湖
みずうみ

、地
ち

下
か

水
すい

などの水
みず

をきれいにして、みんなの家
いえ

へ送
おく

ります。

水のじゅんかん
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出
しゅってん

典「下
げ

水
すい

道
どう

のスゴイ力
ちから

知
し

ってる？」公
こう

益
えき

社
しゃ

団
だん

法
ほう

人
じん

日
に

本
ほん

下
げ

水
すい

道
どう

協
きょう

会
かい

・下
げ

水
すい

処
しょ

理
り

場
じょう

のはたらき
わたしたちが使

つか

って汚
よご

れた水
みず

をきれいにして川
かわ

や海
うみ

にもどします。
・川

かわ

や海
うみ

の水
みず

は、太
たい

陽
よう

の熱
ねつ

により水
すい

蒸
じょう

気
き

になって雲
くも

になり、雨
あめ

や
雪
ゆき

をふらせます。

2 3



日本の水道のはじまり
　むかしから、人々は、わき水や小川のほとりなど水の得やすいところで生
活してきました。そして、弥生時代（今から約2200年前）の人々は、地下水
をくみあげる井戸を掘りました。さらに人口が増え、飲み水の確保と農耕の
発達に用水が必要となると、人工的に水を得るため1545年、小田原（今の
神奈川）に早川上水をつくりました。飲み水を目的とした水道は、1590年、徳
川家康が江戸（今の東京）に水を引くため神田上水をつくらせたのが始ま
りでした。その後、江戸ではさらに規模の大きい玉川上水ができましたが、
そのころ、日本の各地では、江戸にならってつぎつぎと水道をつくり、その数
は40にもなりました。おもなものには、甲府用水（1594年）、赤穂水道（1616
年）などがあります。しかし、当時としては、水道をつくることは大変なことで
あり、多くの人の力とたくさんのお金を使ってつくられたのです。

世界の水道のはじまり
　人間が人工的に水を得た最初の方法は井戸を掘ることで、今から約
4000年前にエジプトでおこなわれました。世界で初めての水道は、紀元前
312年（今から約2300年前）にローマでアピア水路がつくられました。人口
の増加とともにいろいろな方
法が考えられ1804年イギリス
で緩速ろ過法が始められ、世
界で初めての衛生施設がつ
くられました。

ローマ時代の水道橋

 ひと びと みず お がわ みず え せい

 かつ や よ い じ だい いま やく ねん まえ ひと びと ち か すい

 い ど ほ じん こう ふ の みず かく ほ のう こう

 はっ たつ よう すい ひつ よう じん こう てき みず え ねん お だ わら いま

 か な がわ はや かわ じょう すい の みず もく てき すい どう ねん とく

 がわ いえ やす  え ど いま とう きょう みず ひ かん だ じょう すい はじ

 ご え ど き ぼ おお たま がわ じょう すい

 に ほん かく ち え ど すい どう かず

 こう ふ よう すい ねん あ こ う すい どう

 ねん とう じ すい どう たい へん

  おお ひと ちから かね つか

 にん げん じん こう てき みず え さい しょ ほう ほう い ど ほ いま やく

 ねん まえ せ かい はじ すい どう き げん ぜん

 ねん いま やく ねん まえ すい ろ じん こう

 ぞう か ほう

 ほう かんが ねん

 かん そく か ほう はじ せ

 かい はじ えい せい し せつ

せ    かい すい   どう

に    ほん すい   どう

 じ だい すい どう きょう

上水道の歴史
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近代水道のはじまり
　むかしの水道は、今のように水をきれいにしたり消毒したりする施設はあり
ませんでした。そのためにコレラなどの伝染病が広まりました。19世紀にはい
ると水を砂でろ過する、ろ過池がつくられ、薬品で消毒し、各家庭まで送ら
れる今のような近代式水道ができあがったのです。日本でも、伝染病を防ぐ
ために、明治20年横浜市に初めて近代式水道がつくられました。

中津川浄水場・ろ過施設

写真提供:岐阜県水道企業課

送水トンネル

豆 知 識 近代式水道開始ベスト５

1

2

3

4

5

横 浜 市

函 館 市

長 崎 市

大 阪 市

東 京 都

明治20年（1887年）10月17日

明治22年（1889年） ９月20日

明治24年（1891年） ５月16日

明治28年（1895年）11月13日

明治31年（1898年）12月 １日

順　位 都市名 開 始 日

 すい どう いま みず しょう  どく し せつ

 でん せん びょう ひろ せい き

 みず すな ・ か ・ か ち やく ひん しょう どく かく か てい おく

 いま きん だい しき すい どう に ほん でん せん びょう ふせ

 めい じ ねん よこ はま し はじ きん だい しき すい どう

よこ   はま    し

はこ  だて    し

なが  さき     し

おお  さか    し

とう    きょう   と

めい  じ　     ねん　　　　　ねん　　　がつ　　にち

めい  じ　     ねん　　　　　ねん　　　がつ　　にち

めい  じ　     ねん　　　　　ねん　　　がつ　　にち

めい  じ　     ねん　　　　　ねん　　　がつ　　にち

めい  じ　     ねん　　　　　ねん　　　がつ　　にち

じゅん     い  と     し   めい かい     し        び

なか  つ  がわじょうすいじょ う         か    し  せつ

しゃしんていきょう　  ぎ   ふ  けん すい どう き ぎょう か

そうすい

きん  だい すい　どう

きん  だい  しき  すい  どう かい   し
まめ　　　 ち　        しき
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　多
た

治
じ

見
み

市
し

に水
すい

道
どう

が初
はじ

めて引
ひ

かれたのは、大
たいしょう

正12年
ねん

で地
ち

下
か

のわき水
みず

を
水
すい

源
げん

として、現
げん

在
ざい

の本
ほん

町
まち

５丁
ちょうめ

目付
ふ

近
きん

を中
ちゅうしん

心に519戸
こ

の家
か

庭
てい

に水
みず

を送
おく

った
のが始

はじ

まりでした。その後
ご

、人
じん

口
こう

が増
ふ

えるにしたがい水
みず

が不
ふ

足
そく

し、昭
しょうわ

和33
年
ねん

土
と

岐
き

川
がわ

の水
みず

を水
すい

源
げん

とする上
かみ

山
やま

浄
じょうすいじょう

水場を建
けん

設
せつ

し各
かく

家
か

庭
てい

に水
みず

を送
おく

りまし
た。しかし、昭

しょうわ

和40年
ねん

代
だい

になって、住
じゅうたく

宅団
だん

地
ち

の開
かい

発
はつ

により急
きゅう

激
げき

に人
じん

口
こう

が増
ふ

え、将
しょうらい

来水
みず

不
ぶ

足
そく

になることや水
すい

質
しつ

の汚
お

染
せん

が進
すす

んでいることが心
しん

配
ぱい

されま
した。そこで、昭

しょうわ

和48年
ねん

から長
なが

野
の

県
けん

王
おう

滝
たき

村
むら

にある牧
まき

尾
お

ダムを水
すい

源
げん

とする
県
けん

営
えい

東
とう

濃
のう

用
よう

水
すい

道
どう

（平
へい

成
せい

17年
ねん

４月
がつ

より東
とう

部
ぶ

広
こう

域
いき

水
すい

道
どう

）の一
いち

部
ぶ

受
じゅ

水
すい

を始
はじ

め、
昭
しょうわ

和51年
ねん

からは全
ぜん

部
ぶ

を受
じゅ

水
すい

するようになりました。
　みなさんが毎

まい

日
にち

使
つか

う水
すい

道
どう

の水
すい

源
げん

は、大
おお

きく分
わ

けると地
ちひょうすい

表水（川
かわ

・湖
みずうみ

・ダム
の水

みず

）と、地
ち

下
か

水
すい

（井
い

戸
ど

水
みず

）とがあります。では、ダムから取
と

り入
い

れた水
みず

は、ど
のような施

し

設
せつ

を通
とお

り、水
すい

道
どう

の水
みず

ができるのでしょうか。

多
た

治
じ

見
み

市
し

の水
すい

道
どう

のはじまり

多
た

治
じ

見
み

町
ちょう

時
じ

代
だい

、大
たいしょう

正12年
ねん

に給
きゅうすい

水を始
はじ

めた時
とき

の

浄
じょうすいじょう

水場。

建
たてもの

物の下
した

に水
みず

を貯
た

める水
すい

槽
そう

があります。

平
へい

成
せい

14年
ねん

坂
さか

上
うえ

湧
ゆう

水
すい

公
こう

園
えん

として整
せい

備
び

されました。

西
にし

側
がわ

には当
とう

時
じ

の水
すい

槽
そう

がそのまま残
のこ

っています。
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資料提供:岐阜県水道企業課
しりょうていきょう   ぎ   ふ  けんすい どう きぎょう か 

多
た

治
じ

見
み

市
し

の水
すい

道
どう

の水
みず

は、県
けん

営
えい

水
すい

道
どう

（東
とう

部
ぶ

広
こう

域
いき

水
すい

道
どう

）から買
か

っています。
県
けん

営
えい

水
すい

道
どう

の水
すい

道
どう

水
すい

の作
つく

り方
かた

をみてみましょう。

水道水ができるまで
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きんきゅうじれんらくかん

かわいじょうすいじょう

た  じ  み

東部広域水道

　多
た

治
じ

見
み

市
し

の水
すい

道
どう

の水
みず

は、いったいどこから、どのようにして、わたしたちの
家
か

庭
てい

や学
がっ

校
こう

などに送
おく

られてくるのでしょうか。その施
し

設
せつ

を見
み

てみましょう。

送
そう

水
すい

本
ほん

管
かん

市
し

町
まち

受
じゅ

水
すい

池
ち

調
ちょうせい

整池
ち

緊
きんきゅう

急時
じ

連
れん

絡
らく

管
かん

凡
はん

例
れい

滝
たき

呂
ろ

第
だい

2受
じゅ

水
すい

池
ち

 （容
ようりょう

量7,250㎥）

水道の水は“どこから”くるの
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きんきゅうじれんらくかん

かわいじょうすいじょう

た  じ  み

東部広域水道

　みなさんが毎
まい

日
にち

使
つか

う水
すい

道
どう

の水
みず

は、下
した

の図
ず

からもわかるように、長
なが

い距
きょ

離
り

を
送
おく

られてくる東
とう

部
ぶ

広
こう

域
いき

水
すい

道
どう

から買
か

った水
みず

です。そのために、たくさんのお金
かね

と多
おお

くの人
ひと

の力
ちから

によって水
みず

は多
た

治
じ

見
み

市
し

に届
とど

けられます。

①東
とう

部
ぶ

広
こう

域
いき

水
すい

道
どう

のルート

水
みず

は、『限
かぎ

られた資
し

源
げん

』です。
　だから、大

たい

切
せつ

にしましょう。

資
しりょうていきょう

料提供:岐
ぎ

阜
ふ

県
けん

水
すい

道
どう

企
き

業
ぎょう

課
か

笠
かさ

原
はら

受
じゅ

水
すい

池
ち

 （容
ようりょう

量1,200㎥） 小
お

名
な

田
だ

調
ちょうせい

整・配
はい

水
すい

池
ち

 （容
ようりょう

量12,000㎥）

落
おち

合
あい

ダム・取
しゅすいじょう

水場

写
しゃしんていきょう

真提供：岐
ぎ

阜
ふ

県
けん

水
すい

道
どう

企
き

業
ぎょう

課
か
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11

10

9

12

3

2

1

6

5

4

7

8

（緊急時送水ポンプ）

東濃西部送水幹線
（緊急時連絡管）

東濃西部送水幹線
（緊急時連絡管）

小名田北配水場

小名田調整・配水池
小名田西配水池

市之倉送水ポンプ場

滝 呂 受 水 池

元 町 受 水 池

虎渓山受水池

笠 原 受 水 池

笠原低区配水池

滝 呂 台 配 水 池

市 之 倉 配 水 池

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

2,600㎥

7,250㎥

2,300㎥

7,000㎥

1,200㎥

1,500㎥

2,000㎥

1,200㎥

1,120㎥

第1

第2

２池

２池

第1

第2

（配水池兼用）

（配水池兼用）

（配水池兼用）

（配水池兼用）

脇 之 島 配 水 池

小 名 田 調 整・配 水 池

旭 ヶ 丘 配 水 池

高 根 配 水 池

小 名 田 西 配 水 池

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

1,700㎥

1,700㎥

12,000㎥

4,700㎥

4,700㎥

1,600㎥

1,900㎥

第1

第2

第1

第2

（貯水量）

たき         ろ         だい        はい        すい         ち

いち         の         くら        はい        すい         ち

わき         の          しま       はい        すい          ち

 お な だ ちょう せい はい すい ち

あさひ      が         おか        はい       すい          ち

たか            ね             はい           すい             ち

 お な だ にし はい すい ち

たき    ろ     じゅ    すい    ち

もと   まち   じゅ    すい    ち

  こ   けい ざん  じゅ すい  ち

かさ   はら   じゅ   すい     ち

かさはらてい  く  はいすい ち

　受
じゅ

水
すい

池
ち

にためられた水
みず

は、そこからみなさんの家
か

庭
てい

へ
と送

おく

られています。また、高
たか

台
だい

の地
ち

域
いき

は受
じゅ

水
すい

池
ち

からさらに
送
そう

水
すい

ポンプで配
はい

水
すい

池
ち

に送
おく

られてから家
か

庭
てい

にとどきます。

②多
た

治
じ

見
み

市
し

の水
すい

道
どう

施
し

設
せつ
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滝
たき

呂
ろ

受
じゅ

水
すい

池
ち

から送
おく

られてくる水
みず

をため
て、滝

たき

呂
ろ

台
だい

地
ち

区
く

の家
か

庭
てい

に給
きゅうすい

水します。

大
おお

原
はら

川
かわ

に架
か

かる直
ちょっけい

径30㎝の水
すいかんきょう

管橋で
す。

滝
たき

呂
ろ

受
じゅ

水
すい

池
ち

から送
おく

られてくる水
みず

をため
て、脇

わき

之
の

島
しま

地
ち

区
く

の家
か

庭
てい

に給
きゅうすい

水します。

小
お

名
な

田
だ

調
ちょうせい

整・配
はい

水
すい

池
ち

から送
おく

られてくる
水
みず

をためて、旭
あさひ

ケ
が

丘
おか

、明
めい

和
わ

方
ほう

面
めん

の家
か

庭
てい

に給
きゅうすい

水します。

小
お

名
な

田
だ

調
ちょうせい

整・配
はい

水
すい

池
ち

からの水
みず

をポンプ
で小

お

名
な

田
だ

地
ち

区
く

の家
か

庭
てい

に給
きゅうすい

水します

旭
あさひがおか

ケ丘配
はい

水
すい

池
ち

から送
おく

られてくる水
みず

をた
めて、北

きた

小
お

木
ぎ

地
ち

区
く

の家
か

庭
てい

に給
きゅうすい

水しま
す。

虎
こ

渓
けい

山
ざん

受
じゅ

水
すい

池
ち

から送
おく

られてくる水
みず

をた
めて、高

たか

田
た

、東
ひがしやま

山方
ほうめん

面の家
か

庭
てい

に給
きゅうすい

水し
ます。

滝
たき

呂
ろ

受
じゅ

水
すい

池
ち

からの水
みず

をポンプで市
いち

之
の

倉
くら

配
はい

水
すい

池
ち

に送
おく

ります。

滝
たき

呂
ろ

受
じゅ

水
すい

池
ち

から送
おく

られてくる水
みず

をため
て、市

いち

之
の

倉
くら

地
ち

区
く

の家
か

庭
てい

に給
きゅうすい

水します。

滝
たき

呂
ろ

台
だい

配
はい

水
すい

池
ち

水
すいかんきょう

管橋

脇
わき

之
の

島
しま

第
だい

１・第
だい

２配
はい

水
すい

池
ち

旭
あさ

ケ
ひが

丘
おか

第
だい

２配
はい

水
すい

池
ち

小
お

名
な

田
だ

北
きた

配
はいすいじょう

水場

北
きた

小
お

木
ぎ

配
はい

水
すい

池
ち

高
たか

田
た

配
はい

水
すい

池
ち

市
いち

之
の

倉
くら

送
そう

水
すい

ポンプ場
じょう

市
いち

之
の

倉
くら

配
はい

水
すい

池
ち
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水
すい

道
どう

施
し

設
せつ

のひとつ、虎
こ

渓
けい

山
ざん

配
はい

水
すい

池
ち

について説
せつ

明
めい

します。

配
はい

水
すい

池
ち

には、次
つぎ

の２つの働
はたら

きがあります。

１. １日
にち

の中
なか

でも昼
ひる

と夜
よる

で使
つか

われる水
みず

の量
りょう

は違
ちが

います。たくさん水
みず

を使
つか

うときに無
な

くならな
いように調

ちょう

整
せい

します。
２. 地

じ

震
しん

などの災
さい

害
がい

が起
お

きてもタンクの中
なか

の水
みず

を使
つか

うことができます。

　この虎
こ

渓
けい

山
ざん

配
はい

水
すい

池
ち

は、平
へい

成
せい

28年
ねん

3月
がつ

に完
かん

成
せい

した配
はい

水
すい

池
ち

で、県
けん

営
えい

水
すい

道
どう

（東
とう

部
ぶ

広
こう

域
いき

水
すい

道
どう

）から送
おく

られ
てくる水

みず

を7,000㎥（プールの水
みず

23杯
ばい

分
ぶん

）ためることができる受
じゅ

水
すい

池
ち

も兼
か

ねており、虎
こ

渓
けい

山
ざん

地
ち

区
く

・
高
たか

田
た

地
ち

区
く

・富
ふ

士
じ

見
み

地
ち

区
く

の家
か

庭
てい

に配
はい

水
すい

します。

　この配
はい

水
すい

池
ち

の特
とく

徴
ちょう

は、次
つぎ

の3つがあります。

１. 水
みず

をためるタンクが、さびにくいステンレスという金
きん

属
ぞく

でできていて、長
なが

年
ねん

使
つか

えるタンク
です。

２. 太
たい

陽
よう

光
こう

発
はつ

電
でん

と小
しょう

水
すい

力
りょく

発
はつ

電
でん

ができる設
せつ

備
び

があり、環
かん

境
きょう

にやさしい配
はい

水
すい

池
ち

です。
３. 災

さい

害
がい

が起
お

きたときには、ここで給
きゅう

水
すい

できるようになります。また他
ほか

の地
ち

区
く

にも給
きゅう

水
すい

できる
ようにポンプが設

せっ

置
ち

されています。

虎
こ

渓
けい

山
ざん

配
はい

水
すい

池
ち

（虎
こ

渓
けい

山
ざん

受
じゅ

水
すい

池
ち

）

（写
しゃしんひだり

真左：配
はい

水
すい

池
ち

・右
みぎ

：緊
きんきゅう

急時
じ

送
そう

水
すい

ポンプ棟
とう

）
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　太
たい

陽
よう

光
こう

発
はつ

電
でん

は、太
たい

陽
よう

の光
ひかり

を利
り

用
よう

して電
でん

気
き

を作
つく

ります。配
はい

水
すい

池
ち

の屋
や

根
ね

に設
せっ

置
ち

してあるので、土
と

地
ち

を有
ゆう

効
こう

に使
し

用
よう

しています。

　小
しょう

水
すい

力
りょく

発
はつ

電
でん

は、水
みず

の勢
いきお

いを利
り

用
よう

して電
でん

気
き

を作
つく

ります。太
たい

陽
よう

光
こう

発
はつ

電
でん

とともにクリーンな発
はつ

電
でん

方
ほう

法
ほう

です。

太
たい

陽
よう

光
こう

発
はつ

電
でん

小
しょう

水
すい

力
りょく

発
はつ

電
でん
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給水スタンド
自動ポンプ

採水口（消火栓）

点検口

緊急遮断弁

空気弁

給水栓
手動ポンプ

流出

流入

水
道
本
管

きゅうすい

　じ  どう

さい  すい こう   （しょう  か  せん）

 てん けん こう

きんきゅう しゃ だん べん

 くう    き  べん

きゅうすいせん

 しゅ  どう

す
い
ど
う
ほ
ん
か
ん

バロー文
ぶん

化
か

ホールの芝
しば

生
ふ

広
ひろ

場
ば

地
ち

下
か

に設
せっ

置
ち

された耐
たい

震
しん

貯
ちょ

水
すい

槽
そう

。

給
きゅう

水
すい

車
しゃ

と給
きゅう

水
すい

用
よう

具
ぐ

。 災
さい

害
がい

を想
そう

定
てい

した訓
くん

練
れん

の様
よう

子
す

。
愛
あい

知
ち

・岐
ぎ

阜
ふ

・三
み

重
え

県
けん

合
ごう

同
どう

訓
くん

練
れん

。

マンホールふたの下
した

に水
すい

槽
そう

があります。
飲
いんりょうすいけんようたいしんちょすいそう

料水兼用耐震貯水槽（100㎥）
１普

ふ

段
だん

は水
すい

道
どう

本
ほん

管
かん

の一
いち

部
ぶ

分
ぶん

として水
みず

が流
なが

れています。
２災

さい

害
がい

時
じ

（地
じ

震
しん

時
じ

）は水
すい

道
どう

管
かん

と切
き

り離
はな

され飲
いん

料
りょう

水
すい

タンクに
なります。

３一
いち

万
まん

人
にん

に3日
か

間
かん

水
みず

を供
きょうきゅう

給で
きます。

③災
さい

害
がい

に備
そな

えて
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　わたしたちのくらしをささえる水
すい

道
どう

の水
みず

が、どのようにつくられ、どのようにし

て家
か

庭
てい

や学
がっ

校
こう

などにとどくのか見
み

てきましたが、水
すい

道
どう

部
ぶ

では、みなさんに安
あん

心
しん

して水
すい

道
どう

を使
つか

っていただくためにいろいろな仕
し

事
ごと

をしています。

①水
すい

道
どう

管
かん

の新
しん

設
せつ

・布
ふ

設
せつ

替
が

え・
　修

しゅうぜん

繕工
こう

事
じ

　水
すい

道
どう

の使
つか

えない地
ち

域
いき

に新
あたら

し
く水

すい

道
どう

管
かん

を引
ひ

いたり、いつも十
じゅう

分
ぶん

な水
みず

が送
おく

れるように、古
ふる

く
なった水

すい

道
どう

管
かん

を地
じ

震
しん

に強
つよ

い水
すい

道
どう

管
かん

にとりかえます。

②漏
ろう

水
すい

調
ちょう

査
さ

　みなさんの家
か

庭
てい

にとどくまで
に、たいせつな水

すい

道
どう

の水
みず

がもれ
てしまうとムダになります。地

ち

中
ちゅう

にうめてある水
すい

道
どう

管
かん

から水
みず

がも
れていないかどうかを、機

き

械
かい

を
使
つか

って調
ちょう

査
さ

を行
おこな

っています。

③水
すい

質
しつ

検
けん

査
さ

　受
じゅ

水
すい

池
ち

から送
おく

られる水
みず

が安
あん

心
しん

して使
つか

えるかどうか、薬
やく

品
ひん

や
器
き

具
ぐ

を使
つか

って水
すい

質
しつ

検
けん

査
さ

をしま
す。

写
しゃしんていきょう

真提供:岐
ぎ

阜
ふ

県
けん

水
すい

道
どう

企
き

業
ぎょう

課
か

水道のしごと
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35,000

30,000

25,000

20,000

m3 1日に使う水の量のうつりかわり

24 26

32,847
32,277

27 28

32,108 31,861

29

31,897

30

31,746

令和元年度 2

31,410
32,067

3

31,536

25

32,643

     にち      つか      みず    りょう

　わたしたちが毎
まい

日
にち

使
つか

う水
みず

が、１日
にち

にどのくらい使
つか

われているのか見
み

てみま
しょう。人

じん

口
こう

の減
げん

少
しょう

や節
せっ

水
すい

意
い

識
しき

の向
こう

上
じょう

などにより、年
ねん

々
ねん

減
げん

少
しょう

しています。令
れい

和
わ

３年
ねん

度
ど

に使
つか

った水
みず

の量
りょう

は1日
にち

約
やく

31,536㎥で、小
しょう

学
がっ

校
こう

のプール約
やく

105杯
はい

分
ぶん

に
なります。（1杯

ぱい

分
ぶん

約
やく

300㎥）

　それでは１人
り

が１日
にち

にどのくらいの水
みず

を使
つか

っているのでしょう。下
した

の表
ひょう

の
とおり約

やく

294ℓ（200ccの牛
ぎゅうにゅう

乳パックで1,470パック分
ぶん

）の水
みず

を使
つか

っています。

①１日
にち

に使
つか

う水
みず

の量
りょう

②１人
り

が１日
にち

に使
つか

う水
みず

の量
りょう

×1,470
パック

平成 24 年度・・・・・・・・・・285 ℓ

〃 25 年度・・・・・・・・・・285 ℓ

〃 26 年度・・・・・・・・・・284 ℓ

〃 27 年度・・・・・・・・・・285 ℓ

〃 28 年度・・・・・・・・・・284 ℓ

〃 29 年度・・・・・・・・・・287 ℓ

〃 30 年度・・・・・・・・・・287 ℓ

令和 元 年度・・・・・・・・・・286 ℓ

〃 2 年度・・・・・・・・・・295 ℓ

〃 3 年度・・・・・・・・・・294 ℓ

上水道豆知識
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受水費
108円

（令和 3年度）

減価償却費
37円

人件費
　　10円

その他
維持管理費
19円

動力費
1円

1m3 の水に
かかる費用
175円

　みなさんの家
か

庭
てい

のじゃ口
ぐち

から出
で

て
くる水

みず

には多
おお

くの費
ひ

用
よう

がかかってい
ます。それでは、水

みず

１㎥にかかる費
ひ

用
よう

を右
みぎ

の円
えん

グラフでみてみましょう。
　受

じゅ

水
すい

費
ひ

とは、東
とう

部
ぶ

広
こう

域
いき

水
すい

道
どう

に支
し

払
はら

う水
みず

の代
だい

金
きん

です。
　減

げん

価
か

償
しょう

却
きゃく

費
ひ

とは、古
ふる

くなった施
し

設
せつ

を新
あたら

しくするためや、施
し

設
せつ

を作
つく

るとき
に借

か

りたお金
かね

を返
かえ

すために使
つか

う費
ひ

用
よう

です。
　動

どう

力
りょく

費
ひ

とは、水
すい

道
どう

施
し

設
せつ

を運
うん

転
てん

する電
でん

気
き

代
だい

です。
　人

じん

件
けん

費
ひ

とは、上
じょう

水
すい

道
どう

に関
かん

する業
ぎょう

務
む

に携
たずさ

わる職
しょく

員
いん

の給
きゅう

与
よ

です。
　その他

た

維
い

持
じ

管
かん

理
り

費
ひ

とは、水
すい

道
どう

施
し

設
せつ

の修
しゅう

理
り

代
だい

など水
すい

道
どう

事
じ

業
ぎょう

を続
つづ

けるため
の費

ひ

用
よう

です。

③１㎥の水
みず

にかかる費
ひ

用
よう

④水
みず

をたいせつに･･･わたしたちにもできること

■じゃ口
ぐち

のあけしめは	じょうずに
ちょっとひねって使

つか

うと1 分
ぷん

間
かん

に 5ℓ流
なが

れます。
いっぱいひねって使

つか

うと1 分
ぷん

間
かん

に 20ℓも流
なが

れます。
じゃ口

ぐち

から水
みず

がポタポタ落
お

ちないように注
ちゅう

意
い

しましょう。

■歯
は

みがきは	コップで
歯
は

をみがいたあと、口
くち

をすすぐとき水
みず

を流
なが

しっぱなしでは、6ℓも流
なが

れます。コップにくん
でみがくと0.6ℓですみます。
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Q　赤
あか

くにごった水
みず

が出
で

るときは･･･

A　水
すい

道
どう

工
こう

事
じ

や断
だん

水
すい

のとき、または、水
みず

の使
し

用
よう

量
りょう

が急
きゅう

激
げき

にふえたときなど
に管

かん

の中
なか

を流
なが

れる水
みず

の速
はや

さや方
ほう

向
こう

が変
か

わると、管
かん

の中
なか

の鉄
てつ

サビなどが
落
お

ちて流
なが

れ出
で

てきます。このようなときは、水
すい

道
どう

部
ぶ

工
こう

事
じ

課
か

でにごり水
みず

をと
る作

さ

業
ぎょう

をしますので、にごり水
みず

がとれるまでお待
ま

ちください。
㋑なま水

みず

は飲
の

まないでください。
㋺にごりがひどいときは、衣

い

類
るい

に色
いろ

がつきますので、せんたくには使
し

用
よう

しないでください。

Q　白
しろ

い水
みず

が出
で

るときは･･･

A　水
すい

道
どう

管
かん

の中
なか

にはいった空
くう

気
き

がちいさなアワになり、水
みず

の中
なか

にまじってい
るためです。しばらくするときれいになります。

Q　水
すい

道
どう

管
かん

が凍
とう

結
けつ

したら･･･

A　水
すい

道
どう

管
かん

が凍
とう

結
けつ

したときは、露
ろ

出
しゅつ

している管
かん

やじゃ口
ぐち

などにタオルなどを
かぶせ、その上

うえ

からゆっくりとぬるま湯
ゆ

をかけてください。
　　熱

ねっ

湯
とう

をかけると水
すい

道
どう

管
かん

が破
は

裂
れつ

しますので注
ちゅう

意
い

してください。

Q　水
すい

道
どう

管
かん

が破
は

裂
れつ

したら･･･

A　メーターのそばにある止
し

水
すい

せんをしめるか、または、破
は

裂
れつ

したところに布
ぬの

やテープを巻
ま

いて応
おう

急
きゅう

処
しょ

置
ち

をし、多
た

治
じ

見
み

市
し

指
し

定
てい

給
きゅう

水
すい

装
そう

置
ち

工
こう

事
じ

事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

へ修
しゅう

理
り

の申
もう

し込
こ

みをしてください。

Q　凍
とう

結
けつ

による破
は

裂
れつ

を防
ふせ

ぐには･･･

A　防
ぼう

寒
かん

材
ざい

や厚
あつ

手
で

の布
ぬの

などで露
ろ

出
しゅつ

部
ぶ

分
ぶん

をカバーして、その上
うえ

からビニール
テープや防

ぼう

水
すい

テープで巻
ま

いてください。また、じゃ口
ぐち

から水
みず

をすこし出
だ

し
ておくと凍

とう

結
けつ

しにくくなります。

上水道質問箱
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　世
せ

界
かい

で最
もっと

も古
ふる

い下
げ

水
すい

道
どう

は、紀
き

元
げん

前
ぜん

2000年
ねん

頃
ごろ

にモヘンジョ・ダロ（現
げん

在
ざい

のパキスタン）で作
つく

られたものだとされています。ここで作
つく

られ
た下

げ

水
すい

道
どう

はレンガでできており、家
か

庭
てい

で使
つか

い終
お

わった水
みず

を集
あつ

めて、
川
かわ

に流
なが

す役
やく

目
め

をしていました。その後
ご

、古
こ

代
だい

エジプト、古
こ

代
だい

ローマな
どで下

げ

水
すい

道
どう

が作
つく

られました。
　産

さんぎょう

業革
かくめい

命以
い

後
ご

、人
ひと

々
びと

が都
と

市
し

に集
しゅう

中
ちゅう

するようになると、し尿
にょう

の処
しょ

理
り

に困
こま

り、し尿
にょう

が道
どう

路
ろ

や庭
にわ

に投
な

げ捨
す

てられるようになったため、都
と

市
し

は深
しん

刻
こく

な不
ふ

衛
えい

生
せい

状
じょう

態
たい

になり、19世
せい

紀
き

には各
かく

地
ち

でコレラなどの伝
でん

染
せん

病
びょう

が流
りゅう

行
こう

しました。 イギリスの首
しゅ

都
と

ロンドンでは、1855年
ねん

から下
げ

水
すい

道
どう

工
こう

事
じ

に着
ちゃく

手
しゅ

し、それまでテムズ川
がわ

に直
ちょく

接
せつ

流
なが

していた下
げ

水
すい

を、下
げ

水
すい

管
かん

を通
とお

して、市
し

街
がい

地
ち

より下
か

流
りゅう

で流
なが

すようにしました。また、ヨーロッ
パ各

かっ

国
こく

やアメリカなどでも、下
げ

水
すい

道
どう

工
こう

事
じ

に着
ちゃく

手
しゅ

するようになりまし
た。
　その後

ご

、微
び

生
せい

物
ぶつ

を利
り

用
よう

した下
げ

水
すい

処
しょ

理
り

法
ほう

が開
かい

発
はつ

され、汚
よご

れた水
みず

をき
れいにしてから河

か

川
せん

などに流
なが

すことができるようになりました。

　日
に

本
ほん

では、昔
むかし

からし尿
にょう

を
農
のう

作
さく

物
ぶつ

の肥
ひ

料
りょう

として用
もち

い
ており、ヨーロッパのよう
に、し尿

にょう

を直
ちょく

接
せつ

川
かわ

に流
なが

した
り、道

どう

路
ろ

に捨
す

てたりという
ことはあまりありません
でした。 
　しかし、明

めい

治
じ

時
じ

代
だい

になっ
て、人

ひと

々
びと

が東
とう

京
きょう

などの都
と

市
し

世
せ

界
かい

の下
げ

水
すい

道
どう

日
に

本
ほん

の下
げ

水
すい

道
どう

あちこちに見
み

られた肥
こえ

溜
だめ

槽
そう

　昭
しょうわ
和28年

ねん

下水道の歴史
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に集
あつ

まるようになると、大
おお

雨
あめ

によって家
いえ

が水
みず

に浸
つ

かったり、低
てい

地
ち

に
溜
た

まったままの汚
お

水
すい

が原
げん

因
いん

で、伝
でん

染
せん

病
びょう

が流
りゅう

行
こう

したりするようになり
ました。そこで、明

めい

治
じ

17年
ねん

、日
に

本
ほん

ではじめての下
げ

水
すい

道
どう

が東
とう

京
きょう

で作
つく

られ
ました。その後

ご

、いくつかの都
と

市
し

で下
げ

水
すい

道
どう

が作
つく

られたものの、全
ぜん

国
こく

に
は普

ふ

及
きゅう

しませんでした。 
　本

ほん

格
かく

的
てき

に下
げ

水
すい

道
どう

が整
せい

備
び

されるようになったのは、第
だい

二
に

次
じ

世
せ

界
かい

大
たい

戦
せん

後
ご

、産
さんぎょう

業が急
きゅう

速
そく

に発
はっ

展
てん

して、都
と

市
し

への人
じん

口
こう

の集
しゅう

中
ちゅう

が進
すす

んでからのこ
とです。また、昭

しょう

和
わ

30年
ねん

頃
ごろ

から、工
こう

場
じょう

等
など

の排
はい

水
すい

によって川
かわ

や海
うみ

などの
水
みず

の汚
よご

れが目
め

立
だ

つようになりました。そのため、昭
しょう

和
わ

45年
ねん

の下
げ

水
すい

道
どう

法
ほう

の改
かい

正
せい

により、下
げ

水
すい

道
どう

は町
まち

の中
なか

を清
せい

潔
けつ

にするだけでなく、川
かわ

や海
うみ

の水
みず

をきれいにするという重
じゅう

要
よう

な役
やく

割
わり

を担
にな

うようになりました。

　下
げ

水
すい

道
どう

の始
はじ

まり
　多

た

治
じ

見
み

市
し

では、昔
むかし

から大
おお

雨
あめ

により土
と

岐
き

川
がわ

が増
ぞう

水
すい

し、平
へい

和
わ

町
まち

・前
まえ

畑
ばた

町
ちょう

・錦
にしき

町
まち

・三
み

笠
かさ

町
ちょう

・御
み

幸
ゆき

町
まち

などの
低
ひく

い土
と

地
ち

に浸
しん

水
すい

被
ひ

害
がい

が出
で

ていました。
また、昭

しょう

和
わ

30年
ねん

代
だい

に
なると産

さん

業
ぎょう

が急
きゅう

速
そく

に発
はっ

展
てん

し、川
かわ

の汚
よご

れが目
め

立
だ

つようになりました。そこで、昭
しょう

和
わ

40年
ねん

に
公
こう

共
きょう

下
げ

水
すい

道
どう

の計
けい

画
かく

が作
つく

られ、昭
しょう

和
わ

41年
ねん

に平
へい

和
わ

町
まち

から雨
あま

水
みず

を排
はい

水
すい

する
ための都

と

市
し

下
げ

水
すい

路
ろ

の工
こう

事
じ

が、昭
しょう

和
わ

46年
ねん

から家
か

庭
てい

汚
お

水
すい

を下
げ

水
すい

道
どう

管
かん

に流
なが

多
た じ み

治見の下
げ

水
すい

道
どう

の歴
れき

史
し
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すための工
こう

事
じ

が始
はじ

まりました。同
どう

時
じ

に前
まえ

畑
ばた

町
ちょう

５丁
ちょう

目
め

に池
いけ

田
だ

下
げ

水
すい

処
しょ

理
り

場
じょう

の建
けん

設
せつ

が始
はじ

まりました。これは、岐
ぎ

阜
ふ

市
し

、大
おお

垣
がき

市
し

、瑞
みず

浪
なみ

市
し

、関
せき

市
し

に次
つ

いで県
けん

内
ない

で5番
ばん

目
め

のことです。

　当
とう

時
じ

の下
げ

水
すい

道
どう

工
こう

事
じ

　昭
しょう

和
わ

48年
ねん

に土
と

岐
き

川
がわ

南
みなみ

地
ち

区
く

の水
みず

を池
いけ

田
だ

下
げ

水
すい

処
しょ

理
り

場
じょう

に流
なが

すために土
と

岐
き

川
がわ

の川
かわ

底
ぞこ

に高
たか

さ1.5ｍ幅
はば

1.2ｍのボックスが埋
まい

設
せつ

され、川
かわ

北
きた

地
ち

区
く

と
つながりました。
　前

まえ

畑
ばた

町
ちょう

にある下
げ

水
すい

道
どう

管
かん

は県
けん

道
どう

の地
ち

下
か

10
ｍ位

くらい

のところに小
ちい

さ
なトンネルを掘

ほ

り下
げ

水
すい

道
どう

管
かん

にするシール
ド工

こう

法
ほう

という方
ほう

法
ほう

で
おこないました。
　また、昭

しょう

和
わ

49年
ねん

に池
いけ

田
だ

下
げ

水
すい

処
しょ

理
り

場
じょう

内
ない

に雨
う

水
すい

ポンプ施
し

設
せつ

が完
かん

成
せい

しました。
　その後

ご

、他
ほか

の下
げ

水
すい

道
どう

管
かん

も整
せい

備
び

され、昭
しょう

和
わ

52
年
ねん

に市
し

街
がい

地
ち

の低
てい

地
ち

部
ぶ

151ヘクタールで下
げ

水
すい

道
どう

が使
つか

えるようにな
りました。

下
げ

水
すい

道
どう

工
こう

事
じ
　（上

うえ
）昭
しょうわ
和50年

ねん
豊
とよ
岡
おか
町
ちょう
の工

こう
事
じ

（下
した
）前
まえ
畑
ばた
町
ちょう
から処

しょ
理
り
場
じょう
まではシールド工

こう
法
ほう

がとられた。
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　現
げん

在
ざい

の下
げ

水
すい

道
どう

　多
た

治
じ

見
み

市
し

の公
こう

共
きょう

下
げ

水
すい

道
どう

事
じ

業
ぎょう

は、現
げん

在
ざい

７期
き

工
こう

事
じ

を行
おこな

っています。こ
れまでに2,551ヘクタールが公

こう

共
きょう

下
げ

水
すい

道
どう

の処
しょ

理
り

区
く

域
いき

となりました。
下
げ

水
すい

道
どう

整
せい

備
び

率
りつ

（事
じ

業
ぎょう

計
けい

画
かく

面
めん

積
せき

のうち、整
せい

備
び

済
ずみ

面
めん

積
せき

の割
わり

合
あい

）は83.2％と
なり、おおよそ103,000人

にん

の方
かた

が、下
げ

水
すい

道
どう

を使
し

用
よう

できるようになって
います。
　下

げ

水
すい

道
どう

を使
し

用
よう

できる区
く

域
いき

の水
すい

洗
せん

化
か

率
りつ

は93.8％で、この区
く

域
いき

の中で
は、10人

にん

中
ちゅう

９人
にん

以
い

上
じょう

が下
げ

水
すい

道
どう

施
し

設
せつ

を利
り

用
よう

していることになります。
（令

れい

和
わ

４年
ねん

３月
がつ

現
げん

在
ざい

）

　分
ぶんりゅうしき

流式と合
ごうりゅうしき

流式
　下

げ

水
すい

を下
げ

水
すい

道
どう

管
かん

で流
なが

す方
ほう

法
ほう

には、合
ごうりゅうしき

流式、分
ぶんりゅうしき

流式の2つの方
ほう

式
しき

があ
ります。降

こう

雨
う

による雨
う

水
すい

と家
か

庭
てい

などの汚
お

水
すい

をひとつの管
かん

路
ろ

で流
なが

す方
ほう

式
しき

を合
ごうりゅうしき

流式、別
べつ

々
べつ

の管
かん

路
ろ

で流
なが

し雨
う

水
すい

は直
ちょくせつ

接河
か

川
せん

へ、汚
お

水
すい

は処
しょりじょう

理場へ
流
なが

す方
ほう

式
しき

を分
ぶんりゅうしき

流式といいます。合
ごうりゅうしき

流式は、管
かん

路
ろ

が１本
ぽん

ですむので、建
けん

設
せつ

費
ひ

が安
やす

くすみ、管
かん

理
り

もしやすいというメリットがあります。しか
し、大

おお

雨
あめ

が降
ふ

った時
とき

、汚
お

水
すい

の混
ま

ざった水
みず

が川
かわ

に放
ほうりゅう

流され水
すい

質
しつ

汚
お

濁
だく

を
招
まね

いてしまう可
か

能
のう

性
せい

があります。多
た

治
じ

見
み

市
し

では初
しょ

期
き

に整
せい

備
び

した市
し

街
がい

地
ち

の低
てい

地
ち

部
ぶ

（約
やく

151ヘクタール）は合
ごうりゅうしき

流式、その他
ほか

の地
ち

区
く

については
分
ぶんりゅうしき

流式で整
せい

備
び

をしています。

メモ
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笠原下水処理場

市之倉下水処理場

廿原クリーンセンター

下水処理施設

重要な下水道管

小学校

池田下水処理場

笠原小学校

市之倉小学校

脇之島小学校
滝呂小学校

養正小学校
昭和小学校

共栄小学校

精華小学校

小泉小学校

南姫小学校

池田小学校

北栄小学校

根本小学校

（1）下
げ

水
すい

処
しょ

理
り

施
し

設
せつ

　多
た

治
じ

見
み

市
し

には、池
いけ

田
だ

下
げ

水
すい

処
しょ

理
り

場
じょう

、市
いち

之
の

倉
くら

下
げ

水
すい

処
しょ

理
り

場
じょう

、笠
かさ

原
はら

下
げ

水
すい

処
しょ

理
り

場
じょう

、の３つの処
しょ

理
り

場
じょう

があります。また、農
のう

業
ぎょう

集
しゅう

落
らく

排
はい

水
すい

事
じ

業
ぎょう

として廿
つづはら

原
クリーンセンターがあります。池

いけ

田
だ

下
げ

水
すい

処
しょ

理
り

場
じょう

は、昭
しょう

和
わ

52年
ねん

４月
がつ

に
処
しょ

理
り

を始
はじ

めました。

　令
れい

和
わ

４年
ねん

現
げん

在
ざい

、標
ひょう

準
じゅん

活
かっ

性
せい

汚
お

泥
でい

法
ほう

という微
び

生
せい

物
ぶつ

を利
り

用
よう

する方
ほう

法
ほう

で１日
にち

に45,600立
りっ

方
ぽう

メートル
の下

げ

水
すい

を処
しょ

理
り

する能
のう

力
りょく

があり
ます。これは、25メートルプー
ル120杯

ぱい

分
ぶん

以
い

上
じょう

の水
みず

が１日
にち

で処
しょ

理
り

できるということです。 

　家
か

庭
てい

から出
で

た汚
お

水
すい

は、下
げ

水
すい

道
どう

管
かん

をとおって地
ち

域
いき

の下
げ

水
すい

処
しょ

理
り

場
じょう

に集
あつ

ま
り、きれいな水

みず

になって川
かわ

に流
なが

れます。

池
いけ

田
だ

下
げ

水
すい

処
しょ

理
り

場
じょう

多治見の下水道施設
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　笠
かさ

原
はら

下
げ

水
すい

処
しょ

理
り

場
じょう

は、平
へい

成
せい

12年
ねん

8月
がつ

から処
しょ

理
り

を始
はじ

めました。国
こく

内
ない

では初
はじ

めて、１次
じ

処
しょ

理
り

として
加
か

圧
あつ

浮
ふ

上
じょう

槽
そう

を導
どう

入
にゅう

し、２次
じ

処
しょ

理
り

槽
そう

は好
こう

気
き

性
せい

ろ床
しょう

法
ほう

を採
さい

用
よう

して
います。処

しょ

理
り

能
のう

力
りょく

は１日
にち

で3,200
立
りっ

方
ぽう

メートルです。

　廿
つづ

原
はら

クリーンセンターは、平
へい

成
せい

12年
ねん

4月
がつ

から処
しょ

理
り

を始
はじ

めまし
た。処

しょ

理
り

方
ほう

式
しき

は微
び

生
せい

物
ぶつ

を利
り

用
よう

し
た沈

ちん

殿
でん

分
ぶん

離
り

及
およ

び接
せっ

触
しょく

ばっき方
ほう

式
しき

を採
さい

用
よう

しています。処
しょ

理
り

能
のう

力
りょく

は1日
にち

で65立
りっ

方
ぽう

メートルです。

　市
いち

之
の

倉
くら

下
げ

水
すい

処
しょ

理
り

場
じょう

は、平
へい

成
せい

10
年
ねん

４月
がつ

から処
しょ

理
り

を始
はじ

めました。
　微

び

生
せい

物
ぶつ

による水
みず

処
しょ

理
り

と微
び

生
せい

物
ぶつ

の沈
ちん

殿
でん

を１つの槽
そう

で行
おこな

うコ
ンパクトな施

し

設
せつ

で下
げ

水
すい

を処
しょ

理
り

できる回
かい

分
ぶん

式
しき

活
かっ

性
せい

汚
お

泥
でい

法
ほう

を採
さい

用
よう

しています。処
しょ

理
り

能
のう

力
りょく

は、１
日
にち

で8,500立
りっ

方
ぽう

メートルです。

笠
かさ

原
はら

下
げ

水
すい

処
しょ

理
り

場
じょう

廿
つづ

原
はら

クリーンセンター

市
いち

之
の

倉
くら

下
げ

水
すい

処
しょ

理
り

場
じょう
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（2）その他
ほか

の下
げ

水
すい

道
どう

施
し

設
せつ

①汚
お

水
すい

中
ちゅう

継
けい

ポンプ場
じょう

・マンホールポンプ
　下

げ

水
すい

は下
げ

水
すい

道
どう

管
かん

につけられた一
いっ

定
てい

の傾
けい

斜
しゃ

を
利
り

用
よう

して、下
げ

水
すい

処
しょ

理
り

場
じょう

まで流
なが

れていきます。汚
お

水
すい

中
ちゅう

継
けい

ポンプ場
じょう

は、地
ち

形
けい

に高
こう

低
てい

差
さ

があるなどの
理
り

由
ゆう

で自
し

然
ぜん

には流
なが

しきれない低
ひく

い場
ば

所
しょ

の汚
お

水
すい

を途
と

中
ちゅう

で必
ひつ

要
よう

な高
たか

さまでくみ上
あ

げる中
ちゅう

継
けい

施
し

設
せつ

です。市
し

内
ない

には、下
しも

沢
ざわ

、虎
こ

渓
けい

、共
きょう

栄
えい

、姫
ひめ

第
だい

1、姫
ひめ

第
だい

2
の5箇

か

所
しょ

の中
ちゅう

継
けい

ポンプ場
じょう

があります。
　また、小

こ

型
がた

の中
ちゅう

継
けい

ポンプ場
じょう

ともいえる「マンホー
ルポンプ」が市

し

内
ない

に83箇
か

所
しょ

設
せっ

置
ち

されています。

②雨
う

水
すい

ポンプ場
じょう

　雨
う

水
すい

ポンプ場
じょう

は、降
こう

雨
う

などにより河
か

川
せん

が増
ぞう

水
すい

した場
ば

合
あい

、自
し

然
ぜん

には放
ほう

流
りゅう

が出
で

来
き

なくなる低
ひく

い土
と

地
ち

の雨
う

水
すい

をポンプで強
きょう

制
せい

的
てき

に排
はい

水
すい

し、浸
しん

水
すい

を防
ふせ

ぐために設
せっ

置
ち

された施
し

設
せつ

です。
　市

し

内
ない

には笠
かさ

原
はら

川
がわ

右
う

岸
がん

ポンプ場
じょう

、土
と

岐
き

川
がわ

右
う

岸
がん

ポ
ンプ場

じょう

、土
と

岐
き

川
がわ

左
さ

岸
がん

ポンプ場
じょう

があります。

（3）下
げ

水
すい

処
しょ

理
り

場
じょう

の放
ほう

流
りゅう

水
すい

を利
り

用
よう

した小
しょう

水
すい

力
りょく

発
はつ

電
でん

　池
いけ

田
だ

下
げ

水
すい

処
しょ

理
り

場
じょう

には処
しょ

理
り

水
すい

を利
り

用
よう

した小
しょう

水
すい

力
りょく

発
はつ

電
でん

を設
せっ

置
ち

しています。平
へい

常
じょう

時
じ

には場
じょう

内
ない

電
でん

力
りょく

の一
いち

部
ぶ

として利
り

用
よう

し、災
さい

害
がい

時
じ

は場
じょう

内
ない

監
かん

視
し

などに
必
ひつ

要
よう

な最
さい

低
てい

限
げん

の電
でん

力
りょく

を確
かく

保
ほ

することができま
す。

汚
おすいちゅうけい

水中継ポンプ場
じょう

マンホールポンプ

雨
う

水
すい

ポンプ場
じょう

小
しょうすいりょくはつでん

水力発電
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下水道のしくみ
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出
しゅってん

典「下
げ

水
すい

道
どう

のスゴイ力
ちから

知
し

ってる？」
公
こう

益
えき

社
しゃ

団
だん

法
ほう

人
じん

日
に

本
ほん

下
げ

水
すい

道
どう

協
きょ

会
うかい26 27



　実
じっ

施
し

内
ない

容
よう

対
たい

象
しょう

区
く

域
いき

：平
へい

和
わ

町
まち

、池
いけ

田
だ

町
ちょう

、前
まえ

畑
ばた

町
ちょう

、田
た

代
しろ

町
ちょう

と関
かん

係
けい

する区
く

域
いき

実
じっ

施
し

期
き

間
かん

：平
へい

成
せい

25年
ねん

度
ど

から29年
ねん

度
ど

までの5年
ねん

間
かん

実
じっ

施
し

結
けっ

果
か

：平
へい

成
せい

23年
ねん

台
たい

風
ふう

15号
ごう

豪
ごう

雨
う

と同
おな

じぐらいの雨
あめ

が降
ふ

ったときで
も床

ゆか

上
うえ

浸
しん

水
すい

が概
おおむ

ね発
はっ

生
せい

しないようにしました。

多
た

治
じ

見
み

市
し

平
へい

和
わ

町
まち

、池
いけ

田
だ

町
ちょう

、前
まえ

畑
ばた

町
ちょう

、田
た

代
しろ

町
ちょう

等
とう

浸
しん

水
すい

対
たい

策
さく

　雨
あめ

や浸
しん

水
すい

の状
じょう

況
きょう

　平
へい

成
せい

23年
ねん

９月
がつ

に、とても激
はげ

しい雨
あめ

が数
すう

時
じ

間
かん

続
つづ

いて降
ふ

り、24時
じ

間
かん

で
１年

ねん

で降
ふ

る雨
あめ

の４分
ぶん

の１もの雨
あめ

が降
ふ

りました。その結
けっ

果
か

、高
たか

さの低
ひく

い平
へい

和
わ

町
まち

、池
いけ

田
だ

町
ちょう

、前
まえ

畑
ばた

町
ちょう

、田
た

代
しろ

町
ちょう

などで浸
しん

水
すい

被
ひ

害
がい

が発
はっ

生
せい

しました。
　これを受

う

けて多
た

治
じ

見
み

市
し

では浸
しん

水
すい

の状
じょう

況
きょう

などを調
しら

べ、浸
しん

水
すい

対
たい

策
さく

とし
て河

か

川
せん

整
せい

備
び

、排
はい

水
すい

対
たい

策
さく

、流
りゅう

出
しゅつ

抑
よく

制
せい

、被
ひ

害
がい

軽
けい

減
げん

対
たい

策
さく

の４つを実
じっ

施
し

しまし
た。

池
いけ

田
だ

町
ちょう

周
しゅう

辺
へん

平
へい

和
わ

町
まち

周
しゅう

辺
へん

多治見市の洪水
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浸
しん

水
すい

対
たい

策
さく

：

　川
かわ

幅
はば

を広
ひろ

くしたり、川
かわ

底
ぞこ

を掘
ほ

りさ
げたり、堤

てい

防
ぼう

を高
たか

くすることでより
多
おお

くの雨
あま

水
みず

を安
あん

全
ぜん

に流
なが

せるようにし
ました。

　ポンプ場
じょう

のポンプを増
ふ

やしたり、新
あたら

しいポンプ場
じょう

の建
けん

設
せつ

をしたり、水
すい

路
ろ

を
整
せい

備
び

したことで、出
で

来
き

るだけ早
はや

く雨
あま

水
みず

を川
かわ

に流
なが

せるようになりました。

　一
いち

時
じ

的
てき

に雨
あま

水
みず

をためる調
ちょう

整
せい

池
ち

を
作
つく

ったり、今
いま

ある調
ちょう

整
せい

池
ち

により多
おお

く
の雨

あま

水
みず

をためるように工
こう

事
じ

をしたこ
とで、大

おお

雨
あめ

の時
とき

には、一
いち

度
ど

に出
で

る雨
あま

水
みず

の量
りょう

を減
へ

らしました。

　水
すい

害
がい

が発
はっ

生
せい

した場
ば

合
あい

の避
ひ

難
なん

経
けい

路
ろ

な
どをまとめたハザードマップを共

きょう

同
どう

で作
さく

成
せい

したり、防
ぼう

災
さい

情
じょう

報
ほう

を提
ていきょう

供する
ことで住

じゅう

民
みん

の水
すい

害
がい

意
い

識
しき

を高
たか

め、浸
しん

水
すい

被
ひ

害
がい

の軽
けい

減
げん

に努
つと

めました。

①河
か

川
せん

整
せい

備
び

②排
はい

水
すい

対
たい

策
さく

③流
りゅう

出
しゅつ

抑
よく

制
せい

④被
ひ

害
がい

軽
けい

減
げん

対
たい

策
さく

河
か

道
どう

改
かい

修
しゅう

（イメージ）

土
と

岐
き

川
がわ

左
さ

岸
がん

ポンプ場
じょう

雨
う

水
すい

調
ちょう

整
せい

施
し

設
せつ

浸
しん

水
すい

位
い

を示
しめ

す看
かん

板
ばん

（イメージ）
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　下
げ

水
すい

道
どう

の本
ほん

管
かん

は道
どう

路
ろ

の地
ち

中
ちゅう

に埋
う

める事
こと

が多
おお

く、市
し

民
みん

のみなさんの
協
きょう

力
りょく

により、工
こう

事
じ

を進
すす

めています。 

　工
こう

事
じ

のときには、周
しゅう

辺
へん

住
じゅう

民
みん

の方
かた

々
がた

のご協
きょう

力
りょく

が必
ひつ

要
よう

です。そのため、
下
げ

水
すい

道
どう

工
こう

事
じ

をする前
まえ

に、周
しゅう

辺
へん

住
じゅう

民
みん

の方
かた

、路
ろ

線
せん

バスの会
かい

社
しゃ

、送
そう

迎
げい

バスを
利
り

用
よう

する幼
よう

稚
ち

園
えん

・保
ほ

育
いく

園
えん

・福
ふく

祉
し

施
し

設
せつ

の方
かた

々
がた

に工
こう

事
じ

の説
せつ

明
めい

を実
じっ

施
し

して
います。 

　下
げ

水
すい

道
どう

管
かん

は汚
お

水
すい

や
雨
う

水
すい

を流
なが

すための管
かん

と掃
そう

除
じ

や点
てん

検
けん

のため
のマンホールからで
きています。下

げ

水
すい

道
どう

管
かん

は陶
とう

製
せい

や鋳
ちゅう

鉄
てつ

製
せい

、コン
クリート製

せい

など様
さま

々
ざま

ありますが、現
げん

在
ざい

はポ
リ塩

えん

化
か

ビニル製
せい

が多
おお

く使
つか

われています。 

　下
げ

水
すい

道
どう

管
かん

は開
かい

削
さく

工
こう

法
ほう

と推
すい

進
しん

工
こう

法
ほう

の２つ
の代

だい

表
ひょう

的
てき

な工
こう

法
ほう

によ
り工

こう

事
じ

を行
おこな

い、地
ち

中
ちゅう

に
埋
まい

設
せつ

しています。

工
こう

事
じ

が始
はじ

まる前
まえ

に

工
こう

事
じ

の方
ほう

法
ほう

マンホールの全
ぜん

体
たい

像
ぞう

下
げ

水
すい

道
どう

管
かん

（硬
こう

質
しつ

ポリ塩
えん

化
か

ビニル管
かん

）

下水道の工事
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・開
かい

削
さく

工
こう

法
ほう

　１日
にち

約
やく

５〜10ｍ程
てい

度
ど

の距
きょ

離
り

を、約
やく

１〜４ｍほ
どの深

ふか

さで土
つち

を掘
ほ

り起
お

こし、下
げ

水
すい

道
どう

管
かん

を土
ど

中
ちゅう

に
埋
う

めて、その日
ひ

のうちに
掘
ほ

ったところをきれい
に埋

う

めもどします。

・推
すい

進
しん

工
こう

法
ほう

　下
げ

水
すい

道
どう

管
かん

を深
ふか

い場
ば

所
しょ

に埋
う

める際
さい

には推
すい

進
しん

工
こう

法
ほう

を利
り

用
よう

します。大
おお

きな
円
えん

形
けい

の立
たて

穴
あな

を掘
ほ

り、地
ち

中
ちゅう

から推
すい

進
しん

機
き

という先
せん

端
たん

にドリルのついた機
き

械
かい

が、モグラのように地
ち

中
ちゅう

を掘
ほ

っていき、その後
うしろ

からコンクリートの管
かん

を押
お

しこんで下
げ

水
すい

道
どう

を
作
つく

ります。

メモ
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Ｑ　水
みず

をきれいにする仕
し

組
く

みを教
おし

えてください
Ａ 下

げ

水
すい

処
しょ

理
り

場
じょう

に入
はい

っ
てきた汚

お

水
すい

は、最
さい

初
しょ

沈
ちん

殿
でん

池
ち

といわれる
ところで、沈

しず

みやす
いものを取

と

り除
のぞ

き
ます。その後

ご

、反
はん

応
のう

槽
そう

へと送
おく

られ、空
くう

気
き

を送
おく

り込
こ

んで微
び

生
せい

物
ぶつ

の集
あつ

まりである活
かっ

性
せい

汚
お

泥
でい

と混
こん

合
ごう

します。活
かっ

性
せい

汚
お

泥
でい

中
ちゅう

の微
び

生
せい

物
ぶつ

は有
ゆう

機
き

物
ぶつ

の分
ぶん

解
かい

と沈
しず

みに
くい浮

ふ

遊
ゆう

物
ぶつ

を取
と

り込
こ

みます。最
さい

後
ご

に最
さい

終
しゅう

沈
ちん

殿
でん

池
ち

で活
かっ

性
せい

汚
お

泥
でい

と水
みず

とを分
わ

けて、きれいになった水
みず

を消
しょう

毒
どく

して川
かわ

に流
なが

します。 

Ｑ　下
げ

水
すい

道
どう

には何
なん

でも流
なが

してよいのですか？
Ａ　下

げ

水
すい

道
どう

管
かん

が詰
つ

まったり、マンホールポンプに絡
から

んで故
こ

障
しょう

したり
することがあるので、ごみや野

や

菜
さい

くず、油
あぶら

、トイレットペーパー
以
い

外
がい

の紙
かみ

類
るい

や布
ぬの

類
るい

は流
なが

さないでください。また、ガソリンや灯
とう

油
ゆ

などの危
き

険
けん

物
ぶつ

を流
なが

すと爆
ばく

発
はつ

を起
お

こすこともありますので、流
なが

してはいけません。

Ｑ　マンホールの蓋
ふた

はどうして丸
まる

いの？ 
Ａ　四

し

角
かく

だと蓋
ふた

が中
なか

に落
お

ちてしまうことが
あるので丸

まる

いのです。 

Ｑ　下
げ

水
すい

道
どう

の汚
お

泥
でい

はどうなるのですか？
Ａ　多

た

治
じ

見
み

市
し

では三
さん

の倉
くら

センターで焼
しょう

却
きゃく

さ
れ、そこで出

で

てくるスラグ（砂
すな

状
じょう

のもの）がコンクリート製
せい

品
ひん

な
どに利

り

用
よう

されています。

こんな微
び

生
せい

物
ぶつ

がいます

下水道質問箱

32 33



Ｑ　台
だい

所
どころ

の下
した

、洗
せん

面
めん

台
だい

の下
した

にあるパイプはどうしてＳ字
じ

に曲
ま

がって
いるのでしょうか？ 

Ａ　洗
せん

面
めん

台
だい

の下
した

の排
はい

水
すい

管
かん

は、中
なか

に
水
みず

がたまるようにＳ字
じ

形
がた

に
なっています。この中

なか

にため
た水

みず

は下
げ

水
すい

道
どう

管
かん

からあがっ
てくる臭

にお

いにフタをする役
やく

目
め

となり、害
がい

虫
ちゅう

などの侵
しん

入
にゅう

防
ぼう

止
し

の役
やく

割
わり

もします。水
みず

まわり
のほとんどがこのＳ字

じ

形
がた

です。
　　キッチンの流

なが

しに生
なま

ゴミなどを捨
す

てたりすると、Ｓ字
じ

の部
ぶ

分
ぶん

に
たまって、つまりの原

げん

因
いん

となります。また、誤
あやま

って指
ゆび

輪
わ

などを流
なが

してしまった場
ば

合
あい

のほとんどは、Ｓ字
じ

部
ぶ

分
ぶん

を取
と

りはずせば取
と

り
出
だ

せます。

Ｑ　私
わたし

たちの家
か

庭
てい

から出
で

る汚
お

水
すい

をきれいにするには、いくらかかる
のですか？

Ａ　1,000リットルの水
みず

をきれいにするのに約
やく

131円
えん

かかります。

Ｑ　下
げ

水
すい

処
しょ

理
り

場
じょう

は見
けん

学
がく

できますか？
Ａ　中

ちゅう

央
おう

監
かん

視
し

室
しつ

や処
しょ

理
り

施
し

設
せつ

の見
けん

学
がく

ができます。
 見

けん

学
がく

したい人
ひと

は、施
し

設
せつ

課
か

に連
れん

絡
らく

してください。
 ℡0572-23-3482
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22-1214（直通）
多治見市水道部

令和5年 3月発行
表紙イラスト　堀田 那生裕

小学校　　 年　　 組

なまえ

　このパンフレットは、水道についてみなさまのご理解とご協力をお願いす
るために作成しました。
　内容については、小学 4 年生の児童を対象に編集しましたので、どうか
お子さんとご一緒にお読みいただき、水道に対する認識をさらに深めていた
だきますようお願いいたします。

　なお、このパンフレットについて、お気付きの点がございましたら、今後
の参考にさせていただきますので、お知らせください。
　水道についてのお問い合わせは、下記のところまでご連絡ください。

ご家庭のみなさまへ

お問い合わせ・ご相談

上下水道課

このパンフレットは植物油インキと、
印刷用の紙へリサイクルできるAラ
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